
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
船
の
「
塗
り
絵
」

や
「
内
航
船
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」

を
製
作
等
し
て
、
海
の
大
切
さ
や

海
や
港
の
仕
事
を
楽
し
く
学
び
ま

し
た
。

併
せ
て
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業

が
果
た
す
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。海

事
広
報
イ
ベ
ン
ト

「
大
分
み
な
と
ま
つ
り
」

　
　
　
　

 　
（
大
分
市
大お

お
ざ
い在
地
区
）

　

11
月
2
日
（
日
曜
日
）
に
大
分

港
で
「
大
分
み
な
と
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
多
く
の
方
が
来
場
し
ま

し
た
。
大
分
運
輸
支
局
は
海
事
産

業
の
役
割
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
魅
力

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
当
日

は
海
事
関
係
団
体
の
大
分
県
港
運

協
会
、
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連

合
会
、
九
州
地
方
海
運
組
合
連
合

会
、
日
本
水
先
人
会
連
合
会
、（
一

財
）
海
技
振
興
セ
ン
タ
ー
、（
公
財
）

日
本
海
事
広
報
協
会
、（
一
社
）
日

本
外
航
旅
客
船
協
会
、
ク
ル
ー
ズ

船
社
か
ら
ご
提
供
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
水
先
人
、
ぼ
く
と
私
の
シ
ッ

プ
ガ
イ
ド
）、
グ
ッ
ズ
（
マ
ル
ク
ン

カ
レ
ー
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
）

等
を
来
場
者
に
配
布
し
て
、
海
や

港
の
仕
事
、
海
事
産
業
の
役
割
、

海
の
交
通
安
全
、
及
び
ク
ル
ー
ズ

船
の
魅
力
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 

「
Ｊ
ー
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
や
っ
ぱ
り
船
が
好
き
〜

　
　
　
　
　
　

造
船
所
見
学
会
」

▼
12
月
10
日
（
水
）
玉
名
市
立
横

島
小
学
校
5
年
生
33
人
、
教
諭

2
人

・（
海
事
教
室
）「
造
船
所
見
学
会
」

・
主
催
：
全
日
本
海
員
組
合
、
国

際
船
員
労
務
協
会

・
協
力
：
ジ
ャ
パ
ン 

マ
リ
ン 

ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
（
株
）
有
明
事
業
所
、

熊
本
運
輸
支
局
、
日
本
海
事
広

報
協
会
、
九
州
海
事
広
報
協
会

会

  

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
等
を

     

活
用
し
た

　
　

   

海
事
知
識
の
普
及
事
業

（
一
財
）
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会
：
受
託
事
業 

【
実
施
状
況
】 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村

9
月
27
日
（
土
）
Ｇ
Ⅲ
オ
ー
ル

レ
デ
ィ
ー
ス　

開
催
時

1
階
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
前
で
海
事

広
報
パ
ネ
ル
展
示
、
お
子
様
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
写
真
撮
影
が
出
来
る

「
こ
ど
も
船
長
体
験
」
の
実
施
や

ラ
ッ
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
抽
選
を
行
い

「
日
本
丸
賞
」
は
「
花
の
種
子
」、

及
び
「
海
の
日
賞
」
は
「
6
色
ク

レ
ヨ
ン
」
を
景
品
と
し
て
進
呈
し
、

▼
10
月
7
日
（
火
）
北
九
州
市
「
教

育
支
援
室
」
児
童
7
人
、
生
徒

18
人
、
教
諭
8
人
、
北
九
州
市

教
育
委
員
会
1
人

・（
海
事
教
室
）「
出
前
授
業
、
旅

客
船
乗
船
体
験
」

・
主
催
：
九
州
運
輸
局
海
事
振
興

部
、
九
州
海
事
広
報
協
会

・
協
力
：
阪
九
フ
ェ
リ
ー
（
株
）、

旭
洋
造
船 

（
株
）

▼
10
月
17
日
（
金
）
長
崎
市
立
野

母
崎
小
学
校
3
年
生
17
人
、
教

諭
2
人

・（
海
事
教
室
）「
造
船
所
見
学
」

・
主
催
：
長
崎
運
輸
支
局
、
九
州

海
事
広
報
協
会

・
協
力
：
福
岡
造
船 

（
株
）
長
崎
工

場
▼
11
月
19
日
（
火
）
国
立
唐
津
海

上
技
術
短
期
大
学
校
航
海
専
科

1
年
生
43
人
、
教
諭
2
人

・（
海
事
教
室
）「
舶
用
工
業
見
学
」

「
造
船
所
見
学
」

・
主
催
：
佐
賀
運
輸
支
局
、
九
州

海
事
広
報
協
会

・
協
力
： 

（
株
）
名
村
造
船
所
伊
万

里
事
業
所
、
東
亜
工
機 

（
株
）

 

保
」、「
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
」、

「
人
材
確
保
と
生
産
性
の
向
上
」
と

い
う
４
つ
の
柱
を
中
心
に
業
務
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
４
つ
の

柱
に
沿
っ
て
年
頭
の
抱
負
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
は
、「
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
の
実
現
」
に
つ
い
て
で
す
。

地
域
公
共
交
通
は
、
地
域
住
民

や
観
光
客
等
の
来
訪
者
の
移
動
手

段
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

す
。利

用
者
の
減
少
や
物
価
高
騰
、

運
転
者
不
足
に
よ
る
路
線
バ
ス
や

鉄
道
の
減
便
等
に
よ
り
、
地
域
住

民
や
来
訪
者
の
移
動
手
段
が
な
い
、

移
動
手
段
が
あ
っ
て
も
利
用
し
づ

ら
い
と
い
っ
た
「
交
通
空
白
」
の

課
題
を
抱
え
る
地
域
が
各
地
に
存

在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
が
減
少
す
る
中
、

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
あ
り
方
を
含
め
、

地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
公
共
交

通
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
再
構

築
す
る
か
地
域
の
関
係
者
を
中
心

と
し
た
真
剣
な
検
討
が
各
地
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
離
島
航
路
に

つ
い
て
も
同
様
で
す
。

九
州
運
輸
局
は
、
今
年
も
自
治

体
や
交
通
事
業
者
の
皆
様
と
連
携

し
な
が
ら
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

「
交
通
空
白
」
の
解
消
を
は
じ
め
、

移
動
手
段
の
確
保
・
利
便
性
の
向

上
、
離
島
航
路
の
維
持
・
改
善
に

向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、「
運
輸
の
安
全
・
安
心
の

確
保
」
に
つ
い
て
で
す
。

鉄
道
・
自
動
車
・
海
上
交
通
の

輸
送
の
安
全
を
確
保
し
、
誰
で
も

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
今

年
も
、
各
分
野
の
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

鉄
道
・
自
動
車
分
野
で
は
、
ま

ず
、
鉄
道
・
軌
道
に
つ
い
て
、
運

転
・
施
設
・
車
両
の
安
全
性
向
上

に
向
け
、
必
要
に
応
じ
監
査
・
指

導
、
検
査
を
的
確
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
事

業
用
自
動
車
に
つ
い
て
、
重
大
事

故
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
防
止
に
向

け
た
指
導
・
監
督
や
情
報
共
有
の

促
進
、
安
全
運
行
の
励
行
と
安
全

体
等
と
連
携
し
、
社
会
人
、
学
生
、

子
ど
も
、
退
職
予
定
自
衛
官
を
対

象
と
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
説
明

会
、
運
転
体
験
会
等
の
取
組
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
女
性
活
躍
の

機
会
を
増
や
す
た
め
、「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
」
の
浸
透
を
図
る
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
省
人
化
に
も
資
す
る
自
動

運
転
車
両
や
自
動
操
縦
船
舶
の
実

用
化
に
向
け
た
技
術
的
・
財
政
的

支
援
を
は
じ
め
、
交
通
・
物
流
・

観
光
の
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

九
州
運
輸
局
は
、
運
輸
と
観
光

で
九
州
の
元
気
を
創
る
た
め
に
、

今
年
も
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題

解
決
に
向
け
て
、
関
係
自
治
体
、

事
業
者
に
寄
り
添
い
、
連
携
し
な

が
ら
、
九
州
の
未
来
を
切
り
拓
い

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
九
州
の
発
展
と
皆
様

の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈
念
し
、

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

  

「
船
と
の
出
会
い
事
業
」

▼
9
月
25
日
（
木
）
津
久
見
市
立

津
久
見
中
学
校
1
年
生
82
人
、

教
諭
8
人

・（
海
事
教
室
）「
出
前
授
業
、
旅

客
船
体
験
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」

・
主
催
：
大
分
運
輸
支
局
、
九
州

海
事
広
報
協
会

・
協
力
：
津
久
見
市
、
津
久
見
港

運
協
会
、
津
久
見
地
区
海
運
組

合
、
大
分
県
立
海
洋
科
学
高
等

学
校

新
年
を
迎
え
て

公
益
社
団
法
人 

九
州
海
事
広
報
協
会

会
長
　
小
笠
原
　
　
朗

令
和
8
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
は
平
素
よ
り
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
世
界
第

6
位
の
広
大
な
管
轄
海
域
を
有
す

る
我
が
国
に
と
り
ま
し
て
、「
海
」

を
活
か
し
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て

「
海
」
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
大
切
な
課
題
で
ご
ざ
い
ま

す
。当

協
会
で
は
、国
民
の
祝
日
「
海

の
日
」（
７
月
の
第
3
月
曜
日 : 

海

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
と
も
に

海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
）

や
「
海
の
月
間
」
な
ど
、
海
事
思

想
の
普
及
・
宣
伝
や
公
益
事
業
活

動
を
展
開
し
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
『
海
に
親
し
み
、
海
の
恵
み

を
感
じ
、
海
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
て
い
た
だ
く
よ
う
。』
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
「
第
62
回
中
学
生
海
の
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
は
、
九
州
・
山
口
の

中
学
校
の
29
校
か
ら
、
合
計
197
点

の
応
募
が
あ
り
、
生
徒
の
心
温
ま

る
絵
画
作
品
を
門
司
港
、
佐
世
保
、

鹿
児
島
で
展
示
、
多
く
の
方
に
鑑

賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
船
と
の
出
会
い
事
業
」
で
は
、

多
く
の
海
事
行
政
機
関
・
海
事
関

係
団
体
や
企
業
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
小
・
中
・
高
・

短
期
大
学
校
の
生
徒
、
教
員
、
保

護
者
や
幼
児
等
を
対
象
に
海
運
、

港
湾
、
造
船
・
舶
用
工
業
、
倉
庫
、

船
舶
、
船
員
等
の
仕
事
を
学
ぶ
「
海

事
産
業
見
学
会
」
や
「
海
の
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
次
代
を
担
う

青
少
年
が
「
海
・
港
・
船
な
ど
で

働
く
仕
事
」
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

海
事
産
業
へ
進
路
の
選
択
肢
を
広

げ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

併
せ
て
、
日
本
海
事
広
報
協
会

主
催
の
「
全
国
ビ
ー
チ
ウ
ォ
ー
ク

＆
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
で

は
、
唐
津
市
内
の
小
学
生
が
旅
客

船
体
験
乗
船
で
ふ
る
さ
と
の
島
に

渡
り
、
地
元
関
係
者
と
協
同
し
て

海
岸
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。ま

た
、（
一
財
）
日
本
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
、
下
関
、
若
松
、
芦
屋
、
福

岡
、
唐
津
、
大
村
の
各
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
場
で
「
日
本
の
海
を
愛
す
る
パ

ネ
ル
展
」
＋
「
海
事
体
験
教
室
」

を
開
催
し
、
多
く
の
来
場
者
に
海

事
知
識
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
が
果
た
す
社

会
貢
献
・
地
域
貢
献
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
そ
の
任
務
・
役
割
の

達
成
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
並

び
に
関
係
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
海

の
日
」
に
際
し
、
海
事
功
労
者
等

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
、
企
業
、

団
体
等
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
海
事
産
業
の

益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

年
頭
の
辞

九
州
運
輸
局
長
日
向
　
弘
基

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
御
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
運
輸
局
で
は
「
運
輸
と
観

光
で
九
州
の
元
気
を
創
り
ま
す
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

「
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
実

現
」、「
運
輸
の
安
全
・
安
心
の
確

意
識
の
高
揚
に
加
え
、
人
身
事
故

や
死
傷
者
数
の
削
減
、
飲
酒
運
転

の
撲
滅
を
関
係
各
所
と
連
携
し
て

進
め
る
と
と
も
に
、
マ
イ
カ
ー
を

含
め
た
自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

充
実
・
点
検
整
備
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

海
上
交
通
分
野
に
つ
い
て
は
、

知
床
遊
覧
船
事
故
を
踏
ま
え
た「
旅

客
船
の
総
合
的
な
安
全
・
安
心
対

策
」
に
関
す
る
取
組
の
一
環
と
し

て
、
今
年
４
月
か
ら
、
す
べ
て
の

小
型
旅
客
船
・
遊
漁
船
の
船
長
に

対
す
る
新
制
度
に
よ
る
特
定
操
縦

免
許
の
取
得
が
義
務
化
さ
れ
る
と

と
も
に
、
安
全
統
括
管
理
者
・
運

航
管
理
者
の
選
任
要
件
が
強
化
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
新
た
な
安
全

規
制
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
監
査
・
検
査
を
厳

格
に
執
行
し
、
海
上
交
通
を
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
」

に
つ
い
て
で
す
。

九
州
各
地
に
は
、
関
係
者
の
皆

様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
温
泉
や
食

は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
、
歴
史
、
文

化
面
で
優
れ
た
観
光
資
源
を
活
か

し
た
、
世
界
に
訴
求
し
う
る
素
晴

ら
し
い
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
が
豊
富

に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
域
人
材
の
確
保
・
育

成
や
生
産
性
向
上
、
二
次
交
通
対

策
、
地
域
住
民
の
満
足
度
向
上
等
、

九
州
観
光
の｢

持
続
的
な
成
長｣

を
実
現
す
る
上
で
の
課
題
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
中
に
策
定
予
定
の
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
（
第
５
次
）

を
踏
ま
え
、
幅
広
い
観
光
関
係
者

の
皆
様
と
連
携
し
て
、
こ
れ
ら
の

課
題
の
解
決
を
通
じ
た｢

誰
も
が

何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
九
州
観
光

｣

の
実
現
に
向
け
、
取
組
を
加
速

し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、「
人
材
確
保
と
生
産
性

の
向
上
」
に
つ
い
て
で
す
。

運
輸
・
観
光
業
界
の
持
続
可
能

な
発
展
に
は
人
材
の
確
保
と
生
産

性
向
上
が
不
可
欠
で
す
。

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
関
係
行
政
機
関
や
業
界
団
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佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校　

１
年

稗
田　

喜
子 

さ
ん

こ
の
度
は
、

「
中
学
生
海

の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
お

い
て
銅
賞
と
い

う
素
晴
ら
し

い
賞
を
頂
け
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
って
い
ま
す
。

今
回
は
、
中
学
校
に
入
って
始
め

て
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
分
か
ら
な
い
こ
と

が
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方

や
先
生
の
指
導
で
こ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
賞
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。私

が
こ
の
作
品
で
工
夫
し
た
と
こ

ろ
は
、
海
の
深
さ
を
表
現
す
る
た
め

青
や
緑
を
重
ね
て
海
の
深
さ
を
表

現
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
は
、
作
品
の

奥
ゆ
き
を
出
す
た
め
に
近
く
の
も
の

を
濃
く
遠
く
の
も
の
は
薄
く
し
ま
し

た
。
こ
の
作
品
で一
番
苦
労
し
た
と

こ
ろ
は
、
雲
に
立
体
感
を
出
す
た
め

色
を
調
節
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
先
輩
方
や
先
生
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
友
達
の
応
援
の
声
な
ど
の
支
え

が
あ
っ
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

楽
し
く
絵
が
描
け
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

姶
良
市
立

　

重
富
中
学
校　

３
年

奥
江　

康
樹 
さ
ん

こ
の
度
は

「
中
学
生
海

の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
で

銅
賞
を
頂

佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校　

3
年

中
村　

美
奈 
さ
ん

　

こ
の
度

は
「
中
学
生

海
の
絵
画

コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お

き
ま
し
て

銀
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を

頂
け
た
こ
と
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
去
年
も
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
し
佳
作
で
し
た

が
今
年
は
中
学
生
最
後
と
い
う

の
も
あ
り
、
も
っ
と
良
い
結
果

が
で
る
よ
う
に
頑
張
っ
た
の
で

銀
賞
と
聞
い
た
と
き
嬉
し
さ
と

驚
き
そ
し
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
夜
の
船
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
海
や
空
の
暗

さ
、
ラ
イ
ト
や
ラ
イ
ト
で
明
る

く
な
っ
て
い
る
船
の
明
暗
を
出

す
こ
と
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
ぼ

ん
や
り
し
た
絵
に
な
ら
な
い
よ

う
に
様
々
な
色
を
使
い
船
の
情

報
量
を
増
や
し
た
り
、
白
色
を

使
い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
徹
底
し

ま
し
た
。
様
々
な
色
を
使
っ
て

い
く
に
も
不
自
然
に
な
ら
な
い

よ
う
に
調
節
を
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
た
く
さ
ん
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
れ
た
友
達
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校　

３
年

石
井　

結
菜 

さ
ん

　

こ
の
度

は
、「
中
学

生
海
の
絵
画

コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
き

ま
し
て
金
賞

と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
け

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

去
年
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

作
品
を
出
品
し
た
と
き
は
銅

賞
だ
っ
た
の
で
金
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
て
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
静
か
な
港
に

浮
か
ぶ
漁
船
と
背
後
の
山
の
姿

に
心
を
ひ
か
れ
、
朝
の
穏
や
か

な
時
間
を
表
現
し
ま
し
た
。
空

や
海
面
に
映
る
光
の
変
化
、
船

の
金
属
的
な
質
感
を
丁
寧
に
描

く
こ
と
で
、
自
然
の
美
し
さ
と

漁
師
の
生
活
の
息
づ
か
い
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し

た
。
全
体
を
落
ち
着
い
た
色
調

で
ま
と
め
、
港
町
の
静
け
さ
や

時
間
の
流
れ
を
表
現
し
ま
し
た
。

特
に
、
波
の
部
分
は
影
を
よ
く

観
察
し
な
が
ら
細
か
く
描
き
ま

し
た
。

　

出
品
し
た
と
き
は
自
分
が
金

賞
を
受
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
こ
の
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
だ
さ
っ
た
友
達
の
支
え
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
描
い
て
い
き
ま

す
。

鹿
児
島
市
立

　

東
谷
山
中
学
校　

３
年

一
野　

愛
莉 

さ
ん

こ
の
度

は
、「
中
学
生

海
の
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」

に
お
き
ま
し

て
、
銀
賞
と

い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
こ
の
作
品
は
、
中

学
校
部
活
動
に
お
い
て
最
後
に
出

品
す
る
作
品
だ
っ
た
の
で
、
上
の

賞
を
目
指
し
、
一
生
懸
命
制
作
に

励
み
ま
し
た
。昨
年
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
品
し
た
際
は
銅
賞
だ
っ
た

の
で
、
前
回
を
超
え
る
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
手
前
の
地
面
や

ロ
ー
プ
に
暖
色
を
使
い
、
奥
の
海

や
船
、
空
に
寒
色
を
使
う
こ
と
で
、

遠
近
感
を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ロ
ー
プ
の
躍
動
感
を
出
す
た
め
に
、

縄
の
一
本
一
本
の
動
き
を
忠
実
に

再
現
し
ま
し
た
。

私
が
こ
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
友
達
や
顧
問
の

先
生
、
両
親
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
の
賞
を
励
み
と
し
、

素
晴
ら
し
い
作
品
が
描
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

姶
良
市
立

　

重
冨
中
学
校　

2
年

小
湊　

丈
寛 

さ
ん

こ
の
度
は

「
中
学
生
海

の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
に

お
い
て
銀
賞

と
い
う
素
晴

ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
細
か
く
色
分
け
を

す
る
箇
所
が
多
く
、
苦
戦
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
奥
に
並
ぶ
船

や
水
に
反
射
し
て
い
る
船
は
ど
の

よ
う
に
表
現
す
る
べ
き
か
悩
み
ま

し
た
。
私
が
こ
の
絵
の
中
で
一
番

上
手
く
描
く
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
点
は
、
中
央
の
船
で
す
。
船
の

中
の
物
や
壁
に
当
た
る
光
や
水
面

き
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

僕
の
描
い
た
絵
の
タ
イ
ト
ル
は

「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
」
で
、
港
に
た
く

さ
ん
の
船
が
集
ま
っ
て
い
る
様
子
と

水
面
に
映
り
込
む
色
や
光
の
に
ぎ

や
か
さ
を
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
描

き
ま
し
た
。
船
が
重
な
っ
て
見
え

る
感
じ
や
、
水
面
に
ゆ
ら
ゆ
ら
映

る
影
を
ど
う
描
く
か
が
難
し
く
、

何
度
も
色
を
塗
り
重
ね
た
り
形
を

直
し
た
り
し
ま
し
た
。
思
う
よ
う

に
な
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
な
り
に
最
後
ま
で
描
き

き
っ
た
の
で
、
今
回
こ
の
よ
う
な
賞

を
頂
け
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
絵

を
描
く
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
佐
市
立

　

大
口
中
央
中
学
校　

３
年

山
口　

隆
之
介 

さ
ん

こ
の
度
は

「
中
学
生
海

の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
に

お
い
て
、
銅

賞
と
い
う
素

晴
ら
し
い
賞
を
頂
け
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
って
ま
す
。

私
は
去
年
も
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
し
、
佳
作
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
去
年
よ
り
も
良
い

賞
が
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
描
い

た
の
で
銅
賞
と
聞
い
た
時
、
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
濃
淡
を
つ
け
る

こ
と
に
気
を
つ
け
て
描
き
ま
し
た
。

波
は
濃
い
色
か
ら
薄
い
色
へ
と
変
化

さ
せ
る
こ
と
で
遠
近
感
の
あ
る
海

を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
船
の

立
体
感
を
出
す
た
め
に
、
光
と
影

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
調
さ
せ
ま
し

た
。こ

の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
一
生
懸
命
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
だ
さ
っ
た
顧
問
の
先
生
方
、

お
互
い
に
学
び
合
っ
て
き
た
部
活
の

仲
間
達
、
支
え
て
く
れ
た
両
親
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

経
験
を
生
か
し
て
、
更
に
良
い
作

に
映
る
船
の
陰
な
ど
の
細
か
い
色

の
変
化
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
水

面
の
船
の
影
は
一
つ
一
つ
に
色
の

差
が
で
き
て
い
て
、
様
々
な
色
を

少
し
ず
つ
混
ぜ
て
、
船
の
影
な
ど

の
細
か
い
色
の
変
化
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
細
か
く
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
美
術
部
の
顧
問

の
先
生
や
励
ま
し
た
り
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
た
友
だ
ち
や
家
族
の

支
え
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
楽
し

く
様
々
な
絵
を
描
い
て
い
き
た
い

で
す
。
今
回
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
野
城
市
立

　

御
陵
中
学
校　

３
年

城
戸　

ひ
な
た 

さ
ん

こ
の
度
は
「
中
学
生
海
の
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
き
ま
し
て

銅
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂

け
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。私

は
去
年
も
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と

き
は
佳
作
と
い
う
結
果
で
し
た
。

自
分
な
り
に
頑
張
っ
た
つ
も
り
で

も
、
ま
だ
表
現
が
足
り
な
い
と
感

じ
た
こ
と
が
心
に
残
り
、
次
こ
そ

は
も
っ
と
成
長
し
た
よ
り
良
い
作

品
を
目
指
し
て
、
一
年
間
絵
と
向

き
合
って
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
遠
く
の
部
分
を

青
く
、
近
く
を
赤
み
の
あ
る
色

で
表
現
す
る
こ
と
で
風
景
の
奥
行

と
広
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

配
色
を
工
夫
し
ま
し
た
。
ま
た
、

色
同
士
の
つ
な
が
り
や
濃
淡
に
も

注
意
を
払
い
、
な
る
べ
く
自
然
に

見
え
る
よ
う
描
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
を
機
に
、
自
分

の
表
現
を
さ
ら
に
豊
か
に
で
き
る

よ
う
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人

九
州
海
事
広
報
協
会
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も
ご
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援
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よ
ろ
し
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九
州
海
事
広
報
協
会　
　
　

　
　

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
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つ
い
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九
州
海
事
広
報
協
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に
活
動
内
容
、

海
の
日
絵
画
展
受
賞
作
品
な
ど
を
掲
載
し

て
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

品
を
描
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
で

す
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
佐
市
立

　

大
口
中
央
中
学
校　

２
年

中
島　

花
菜 

さ
ん

こ
の
度
は

「
中
学
生
海

の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
に

お
い
て
銅
賞

と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
け
た

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

の
制
作
は
初
め
て
で
、
不
安
だ
っ
た

の
で
す
が
、
銅
賞
に
入
賞
で
き
た

と
聞
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。こ

の
作
品
は
、
全
体
を
暖
色
系

で
描
き
ま
し
た
。
そ
し
て
逆
光
に

な
っ
て
い
る
船
や
花
壇
の
花
弁
な

ど
、
細
か
い
所
を
意
識
し
て
丁
寧

に
描
き
ま
し
た
。
ま
た
、
船
は
灰

色
を
ベ
ー
ス
に
、
赤
や
紫
を
使
い
、

人
影
や
船
の
照
明
な
ど
を
表
現
し

た
り
し
て
、
朝
方
で
あ
る
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

こ
の
風
景
画
を
制
作
す
る
中
で
、

細
部
ま
で
描
く
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た

た
め
、
何
度
も
心
が
折
れ
か
け
た

と
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
美
術
部

の
顧
問
の
先
生
や
部
員
の
仲
間
た

ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
最
後

ま
で
奮
闘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

回
の
賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か

ら
も
良
い
作
品
を
描
い
て
い
き
た
い

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

伊
佐
市
立

　

大
口
中
央
中
学
校　

２
年

髙
橋　

瑠
葵
椰 

さ
ん

こ
の
度
は

「
中
学
生
海

の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
に

お
い
て
、
銅

賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
け

た
こ
と
を
と
て
も
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
む

け
て
初
め
て
作
品
を
制
作
し
ま
し

た
。「
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
レ
ベル
は
高

い
よ
」
と
描
く
前
に
先
輩
か
ら
教
え

て
も
ら
い
、
少
し
心
が
強
張
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
共
に
気
合
が
入
り
ま

し
た
。

こ
の
作
品
は
、
元
と
な
る
船
を
見

た
と
き
に
感
じ
た
オ
ー
ラ
を
表
現
し

た
く
て
描
き
ま
し
た
。
そ
し
て
空

を
夕
暮
れ
色
に
塗
っ
た
時
、
な
ん
だ

か
少
し
寂
し
げ
な
切
な
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
あ
る

船
の
力
強
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

工
夫
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
船
の

上
部
は
、
繊
細
さ
を
表
す
た
め
に
細

か
く
色
を
重
ね
て
塗
っ
て
い
き
、
船

の
下
部
に
な
る
に
つ
れ
て
迫
力
を
表

す
た
め
大
胆
に
塗
って
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
細
や
か

に
光
る
海
や
遠
く
の
建
物
の
大
き
さ

に
も
工
夫
し
て
描
き
ま
し
た
。
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
れ
た
顧
問
の
先
生
や
見

守
って
く
れ
た
仲
間
に
感
謝
し
な
が

ら
こ
れ
か
ら
も
こ
れ
以
上
の
作
品
を

描
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

《
銀
賞
》「 

夜
の
船 

」

《
銀
賞
》「 

漁
港
の
舞  

」

《
銅
賞
》「 

夜
明
け
の
散
歩 

」

《
銅
賞
》「 

緑
黄
の
呟
き 

」

《
銅
賞
》「 

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ 

」

《
金
賞
》「 

静
か
な
港
」

《銅賞》
「 海を彩る船 」

《銅賞》
「 波のささやき 」

《
銀
賞
》「 

光
の
差
し
込
む
港 
」

《
銅
賞
》「 

夕
や
け
の
港 

」

第62回
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
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九
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山
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地
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）

　
（
九
州
・
山
口
地
区
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入
選
し
て

に
入
選
し
て
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